
１０月１６日、国労東日本本部は「２０２０年年末手当・
基準内賃金×２.６カ月＋５万円」の要求を提出しました。

国労が毎年実施している「賃金・生活実態アンケート」では、毎月の赤字額は
「４０，２３２円」、赤字の補填は「①年末手当４７．３％、②預貯金４６．５％」
と、年末手当へのウェイトが高いことが示されています。

との嘆きや不満の声が渦巻きました。

消費税増税10％による家計への負担、住宅や車のローン、
子供の教育費、親の介護等、趣味や家族サービス等

「こんなに下がったの!!」
「住宅ローンの支払いが大変だ」
「年末手当はどうなるのかなぁ～？」

まもなく、年末交渉が始まります。
コロナ禍と向き合いながら、日々の安全・安定輸送の確保に懸命に努めて

いる社員と家族の期待にいかに応えるかが求められています。

夏季手当では、新型コロナウイ
ルス感染症拡大の大打撃を受け、
昨年２.９１カ月から今年２.４１５
カ月相当（２.４カ月+５,０００円）
対前年比▲０.４９５カ月へと過去
にない大幅な減少となりました。

職場では、「収入ダウンやお客さ
まの減少」を痛いほど実感していま
すが、夏季手当の際には、

[ JR東日本夏季手当・年末手当の推移 ]

[ JR東日本手当・年間合計の推移 ]
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